
平成２６年緑化推進運動功労者

内閣総理大臣表彰受賞者・功績概要

[個 人]

加藤 洋 （新潟県佐渡市）
か と う ひろし

二宮 一雄 （愛媛県西予市）
にのみや か ず お

[団 体]

森町花いっぱい運動推進協議会 （北海道茅部郡森町）
も り ま ちはな うん ど うすいしんきょうぎかい

利府町みどりの少年団 （宮城県宮城郡利府町）
り ふ ち ょ う しょうねんだん

秋田県七滝土地改良区 （秋田県仙北郡美郷町）
あ き た け んななたき と ち か い り ょ う く

福島県会津若松市立川南小学校 （福島県会津若松市）
ふくしまけんあいづわかまつ し り つ かわなみしょうがっこう

三進金属工業株式会社 福島工場 （福島県石川郡平田村）
さんしんきんぞくこうぎょうかぶしきがいしゃ ふ く しまこうじょう

三郷市立鷹野小学校 （埼玉県三郷市）
み さ と し り つ た か の しょうがっこう

光風台 花と緑の会 （千葉県市原市）
こうふうだい はな みどり かい

高波花と緑の推進協議会 （富山県砺波市）
たかなみはな みどり すいしんきょうぎかい

小浜市 （福井県小浜市）
お ば ま し

特定非営利活動法人 徳島共生塾一歩会 （徳島県徳島市）
と く て い ひ え い り かつどうほうじん と く し まきょうせいじゅくいっ ぽ かい



( 1 )

［個 人]

加 藤 洋
か と う ひろし

新潟県佐渡市

＜功績の概要＞

佐渡島において、昭和54年に中学校教頭として赴任した村内の緑の少年団を

指導し始めてから、教職時代、退職後を通じ、島内にある10少年団の育成指導

に取り組んできた。現在では「緑のベレー帽のおじさん」として知らない子供がいな

いほど親しまれており、島内における児童・生徒の緑化思想の高揚に大きく貢献し

た。

教職を退いた後も、県緑化推進委員会や緑化関係団体において要職を務め、

佐渡地域はもとより、県全体の緑化運動発展に尽力してきた。

また、トキと共生できる自然豊かな環境づくり、島の伝統文化である鬼太鼓を

守っていくために原料となるケヤキ林の育成、「美しい花の島・佐渡」の実現を目

指すプロジェクトなど、地域に密着した活動でも主導的な役割を果たし、８１歳と

なった現在も先頭に立って緑化運動を牽引している。
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［個 人]

二 宮 一 雄
に の み や か ず お

愛媛県西予市

＜功績の概要＞

教職員として勤める傍ら、商業的には困難とされていたヒノキの挿し木増殖の研

究に取り組み、山土を用いた「施肥さし木育苗法」を開発することにより、ヒノキのク

ローン苗木を大量生産する技術を確立した。

また、この手法を用いて、同県の自然条件に適し、木材として優れた形質を有

するヒノキ品種「神光２号」「神光７号」を開発した。このうち「神光２号」は、同県の
かみこ う かみこ う

造林補助事業の対象苗木に認定されている。

このほかにも、大径材を生産するための間伐方法を分かり易くした「樹齢別間伐

法」や、除草剤の利用により下刈作業を省力化する手法などの技術を独自で開

発した。

同氏は、これらの技術を専門誌、シンポジウムなどで広く公表するとともに、自ら

全国各地に赴いて普及に務めるなど、同県だけでなく、我が国全体の林業振興に

尽力してきた。
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［団 体]

森町花いっぱい運動推進協議会
も り ま ち は な う ん ど う す い し ん き ょ う ぎ か い

所 在 地 北海道茅部郡森町

代 表 者 会長 伊藤 励二
い と う れ い じ

＜功績の概要＞

平成４年、花いっぱい運動や環境美化を推進するため、町内会など地域の各

種団体が集まって発足し、それ以来、町内の国道において沿道を花で彩る活動

を継続して行ってきた。活動区間は約４ｋｍに及び、6月から11月頃までの間、長

期間にわたって花が楽しめるよう、数万本もの花苗の植付け、水やりや除草等の

維持管理に尽力している。こうした努力により、現在では「さわらフラワーロード」とし

て地域の観光名所に定着している。

さらに、平成14年には、国及び町との間で協定を締結し、花づくり活動だけでな

く、国道の緑地帯の清掃や除草など、環境・景観の美化にも取り組んでいる。当

初、24団体だった参加者は100団体を越え、また、花づくり活動が学校など他の

公共施設へも拡がるなど、町を挙げた緑化運動へと発展している。
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［団 体]

利府町みどりの少年団
り ふ ち ょ う し ょ う ね ん だ ん

所 在 地 宮城県宮城郡利府町

代 表 者 育成会会長 文屋 以匡
ぶ ん や ゆきまさ

＜功績の概要＞

昭和50年の設立当初から、地元の役場や小学校に募金活動を呼びかけるな

ど、緑の募金運動を精力的に行ってきており、地域における緑化意識の高揚に貢

献している。結成30周年の平成17年に記念植樹を行った「友愛の森」では、地域

住民たちと協働で下草刈りなどの管理作業や成長の観察を行っている。また、定

期的に森林に出かけ、自然観察、キャンプなど各種の環境学習活動を行うことに

より、緑を大切にする心を育んでいる。

このほか、企業の森づくり活動にボランティアとして積極的に参加したり、活動拠

点である「県民の森」において継続的に林内清掃を行い、また、松枯れ被害が増

加している特別名勝・松島において松林を再生するプロジェクトを始めるなど、自

然環境の保全にも積極的に取り組んでいる。
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［団 体]

秋田県七滝土地改良区
あ き た け ん な な た き と ち か い り ょ う く

所 在 地 秋田県仙北郡美郷町

代 表 者 理事長 武藤 威
む と う つよし

＜功績の概要＞

約1,600haの水田の用水を確保するため、ため池などの農業用施設に加え、

上流域の七滝地区に251haの水源林を保有する、全国でも珍しい土地改良区で

あり、昭和26年の創立以来、「森を守り水を育む」を合言葉に、保有林において造

林や保育管理などの活動を営々と行ってきた。

また、「水環境の学習」のために県内外から訪れた小学生や一般市民に対し

て、保有水源林を利用した学習会を実施し、水源林においてブナなどの樹木がど

のような働きをしているかなど、水と緑の関わりについての理解の深化に貢献して

いる。また、地元の小学校においても学習会を行い、森林の「緑のダム」としての働

きを分かり易く説明するなど、「水と緑」の環境教育に取り組んでいる。

このほか、地元自治体の水環境保全条例に基づく事業の一環として、平成20

年から七滝地区において行われている、地元住民によるブナの植樹活動にも協

力を行っている。
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［団 体]

福島県会津若松市立川南小学校
ふ く し ま け ん あ い づ わ か ま つ し り つ か わ な み し ょ う が っ こ う

所 在 地 福島県会津若松市

代 表 者 校長 橋本 千賀子
はしもと ち か こ

＜功績の概要＞

昭和50年代から30年以上にわたり、「カンナ」の花をシンボルとした緑化活動を

継続して実施している。活動は、校内だけでなく、学区内の全21地区において行

われており、花で潤う街づくりに大きく貢献している。

さらに、駅や介護施設等へのプランターの設置、原発事故で避難している小学

生へのカンナ球根の贈呈、障害者施設とのラベンダーの共同摘み取り作業など、

様々な活動に取り組み、緑化思想の普及に大きな成果を挙げている。

また、平成14年からは「緑の少年団」として活動を始め、森林での学習活動の

中で森林散策や、枝払いや間伐などの林業体験活動を行っているほか、最近で

はユニークな取組として、餌不足でクマが出没したことをきっかけに、餌のドングリ

がなるクヌギ林づくりも始めている。
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［団 体]

三進金属工業株式会社 福島工場
さ ん し ん き ん ぞ く こ う ぎ ょ う か ぶ し き が い し ゃ ふ く し ま こ う じ ょ う

所 在 地 福島県石川郡平田村

代 表 者 代表取締役社長 新井 宏昌
あ ら い ひろまさ

＜功績の概要＞

環境と工業が融合した「ファクトリーパーク」を目指し、工場内の緑化を積極的に

推進しており、現在では、敷地面積の51％に及ぶ約12haもの広大な緑地を有し

ている。周辺環境に配慮し、緑地を敷地境界に重点的に配置するとともに、ケヤ

キやシバザクラなど地域に関係の深い草木を植栽し、地域性についても配慮を

行っている。また、果実のなるリンゴ・モモ・ブドウ・クリなどの樹木も植えられており、

採れた実は、地域住民や工場見学者に配付されている。

この緑地は、社会見学の場として、保育園児から高校生まで幅広く活用されて

おり、工場緑化の取組を紹介することにより、次世代を担う子供たちの緑化への関

心を高めることに貢献している。

このほか、地元産の木材を使用し、地域住民の交流拠点となるコミュニティセン

ターの建設を進めており、木造の良さや森林・林業の大切さを伝えることにも取り

組んでいる。
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［団 体]

三郷市立鷹野小学校
み さ と し り つ た か の し ょ う が っ こ う

所 在 地 埼玉県三郷市

代 表 者 校長 岡戸 義博
お か ど よしひろ

＜功績の概要＞

水田を埋め立てて開校し、校内には緑がまったくなかったことから、校庭に小高

い丘を築き、児童や父母、教職員などが計画的に植樹を行うことにより、情操を育

む緑豊かな環境づくりに取り組んできた。

この「鷹野の森」は、現在では樹木が生い茂り、児童や地域住民に憩いの場や

学習の場を提供している。同校の特色は、各教科や総合的学習の中で、この森を

題材にした授業を積極的に行っていることであり、これを通して、児童たちに確か

な学力を培うだけでなく、自然に親しみ、緑を愛する豊かな心を育んでいる。

また、校舎の壁面にゴーヤで緑のカーテンを育てたり、種子を家庭に配って緑

のカーテンづくりを呼びかけるなど、地域の緑化にも貢献している。
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［団 体]

光風台 花と緑の会
こ う ふ う だ い は な みど り か い

所 在 地 千葉県市原市

代 表 者 会長 河内 昌蔵
こ う ち しょうぞう

＜功績の概要＞

光風台団地の周囲にある斜面など、雑草木が長年繁茂していた約20,000㎡

の市有地において、防火・防犯・景観改善のため、植栽、草刈り、清掃など整備活

動を行っている。活動は、すべてボランティアで行われ、4月から11月の８か月間

の毎月、労力を必要とする作業であるにもかかわらず、13年にわたり継続されてき

た。これまでに、サクラ約150本、ツツジ・アジサイなど約2,000本が植栽された。さ

らに現在は、地区内の湿地となっていた箇所において、ホタルが生育できる環境

づくりにも取り組んでいる。

これらの活動は、自治体と協働で行われており、さらに地元の企業、団体、町

会なども協力や支援を始めるなど、地域での市民活動を活性化させている。ま

た、地元小学校の総合学習に取り入れられ、児童の環境意識の養成にも役立っ

ている。



( 10 )

［団 体]

高波花と緑の推進協議会
た か な み は な みど り す い し ん き ょ う ぎ か い

所 在 地 富山県砺波市

代 表 者 会長 鹿嶋 清信
か し ま きよのぶ

＜功績の概要＞

婦人会や老人クラブなど地区内の各種団体により構成され、設立以来18年間

にわたり、地区を挙げて花と緑にあふれる地域づくりに取り組んでいる。地区の公

園内にある50㎡の大花壇や、500ｍに及ぶ沿線区間に花壇・フラワーポットが設

置された「花街道」を美しく維持するため、各団体が協力しながら水やり・除草など

の管理作業に当たるとともに、花壇のデザインにも苦心を重ねてきた。また、地区

内それぞれの集落においても、花壇や花の道づくりが活発に行われている。これら

の花壇や花の道は、地域住民の憩いの場を創出しただけでなく、県内外から花の

愛好家が視察に訪れるようになっている。

また、花壇や花の道づくりに参加した子供たちに植栽の指導を行ったり、地元の

幼稚園に赴いて花づくりを教えるなど、児童・生徒の自然や緑を慈しむ心を養い育

てる活動も熱心に行っている。
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［団 体]

小浜市
お ば ま し

所 在 地 福井県小浜市

代 表 者 市長 松崎 晃治
まつざき こ う じ

＜功績の概要＞

平成13年、「食」を通して地域振興を図る条例を全国で初めて制定し、「食」を

起点として産業、環境、福祉など各種の施策を展開することにより、魅力ある地域

づくりに取り組んでいる。基本施策である６分野の一つには、森、川、海など「食」を

育む豊かな自然環境を保全することが位置付けられており、森林や身近な緑を

守り育てる活動が行われている。

また、市民を主体とした地域づくりを進めていくため、市内１２地区それぞれの振

興計画づくりや活動に対して支援を行っている。こうした支援により、漁師と林業者

が協働で森林づくりを行ったり、地区住民が遊休農地を活用して季節の花を育

て、花の里づくりに取り組むなど、市民の間でも自然環境を守る活動が年々活発

になってきている。
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［団 体]

特定非営利活動法人 徳島共生塾一歩会
と く て い ひ え い り か つ ど う ほ う じ ん と く し ま き ょ う せ い じ ゅ く い っ ぽ か い

所 在 地 徳島県徳島市

代 表 者 理事長 新開 善二
しんがい ぜ ん じ

＜功績の概要＞

四国八十八ヶ所の遍路道沿線の森林において、大量の不法投棄が行われて

いたことを危惧し、平成16年から大規模な清掃活動に取り組んできた。

この取組は、地域の住民、行政、産業廃棄物業者等も巻き込んだ運動となり、

さらには、四国４県での遍路道不法投棄の現状を「ごみ地図」としてまとめ、環境

保全の必要性を広く訴えたことで、運動は四国一円に広がり、四国遍路道周辺の

自然環境は著しく改善された。

また、地域の住民や企業と協力しながら、道路高架下の約1,000㎡の遊休地

を公園に整備し、ガーデニング教室や環境学習の場に活用する取組を行ってい

る。これが、「住民主体の公園づくり」や「まちの緑化推進」のモデルとして注目を集

め、行政ではなく、NPOや地域住民の主導による、まちや暮らしの緑化運動を拡げ

るきっかけとなった。


